
和歌山県自立支援協議会
人材育成部会各分科会について
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人材育成部会
・相談支援分科会（基幹中心）

・サビ管分科会
・行動障害分科会
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自立支援協議会
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自立支援協議会

圏域
自立支援協議会

圏域
自立支援協議会

圏域
自立支援協議会

運営会議
各部会長（障害福祉課員）＋ADV等

各　部会 各　部会

ＡＤV
２名

精神障害者
地域生活支援部会

各　部会 各　部会 各　部会

和歌山県

和歌山県自立支援協議会

障害者
権利擁護部会

【運営会議】

・課題の整理と検討

・検討された解決案を全

体会に報告

【各部会】

・圏域から、広域調整が

必要な課題を抽出

→運営会議に報告

・協議会の運営について助言

・分野毎に担当を決め、

各部会へ助言

・部会単位での助言を求めることで

地域格差を少なくする

事務局連絡会議

地域・県協議会 事務局

地域・県協議会 各部会

担当者

各地域自立支援協議会

・・・

県協議会 体制図（Ｒ２．４～ ）
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サビ管分科会について

• 分科会の目的

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任

者の資質向上・人材育成について、協議及び研修
を企画する。

・人材育成ビジョンの普及

・研修の効果的な実施
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行動障害分科会について

• 分科会の目的
行動障害、特に強度行動障害を有する者に対し、
適切な支援を行う従事者の資質向上・人材育成に
ついて、協議及び研修を企画する。

・研修の効果的な実施
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5和歌山県人材育成ビジョン（相談支援）より

助言

助言

OJT

OJT

・SWの価値と知識を理解
・基本相談支援を含む計画
相談が実践できる
・協議会の役割と機能を理
解する

・SWの基本業務を確実に実
践できる
・多職種連携。CSWの理論
を理解し、実践できる
・SVの理論を理解する

主任研修
初任研後5年以内 現任研後3年以上

・基本相談支援（SW）を実
施する能力を基本とし、適
切なｻｰﾋﾞｽ等利用計画を作
成する現場及び養成課程で
の実地教育をSVの技能等を
用いて行う。

特定 委託

熟練初任習熟度

事業ｲﾒｰｼﾞ
基幹

特定加算

法定研修

現任研修

〇圏域協議会の推薦が要件
多職種連携を活用し困難事例に対応できる。
圏域主催研修会の企画に参画ができる。
ﾌｧｼﾘ技術を活用し会議運営や地域課題の抽出ができる。

〇既習事項の学習
ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝの理解
障害者福祉の歴史
関係法令の知識

和歌山県人材育成ビジョン

法定外
研修

基礎研修

各圏域
事例検討会

ケアマネジメント
連携実践研修

専門コース別研修
（児童・SV）

ケアマネジメント
圏域研修

圏域の相談支援部会等を活用 サビ管との連携も含んだ人材育成

ファシリテート実践

初任研修

圏域AD



6和歌山県人材育成ビジョン（サービス管理責任者vｅｒ.）より

法定外
研修

プレ研修

3年

サビ管

※相談と共通

県
人
材
育
成
部
会

AD

熟練

圏域人材
育成部会

ケアマネ連携研修

県研修で学んだ内容を圏域へ伝達する
それぞれの地域で他機関との連携の機

会をつくる機会としても実施

県ケアマネ連携研修

サービス管理責任者等の人材育成ビジョン

圏域研修
・ケース検討会

・スキルアップ研修
専門部会等を通じ、個別ケースの検討
会をそれぞれ実施

実践研修修了周辺のフォローアップ

既習事項の学習

ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝの理解
障害者福祉の歴史

関係法令の知識

・専門コース（児童）

障害児童おける特有の支

援や配慮（家族支援、教
育との連携、意思決定支

援など）について学ぶ

習熟度 初任

講師・企画

更新研修

〇自己検証
支援プロセスの評価がで

きる。個別ケア会議を適
切に運営できる。SVのプ

ロセスを理解する。

5年
法定研修 基礎研修 実践研修

地域リーダーの養成

 ・他のサビ管への助言
 ・圏域研修の企画

相談支援専門員を含む多職種連携

〇プロセスと連携
アセスメント、個別支援

計画の作成、相談支援専
門員との連携、多職種連

携ができる。

〇質の向上
支援会議の運営、サービ

ス提供職員への助言・指
導、個別支援計画の質の

向上が図れる。

2年

虐待防止研修
強度行動障害研修



Ａ圏域自立
支援協議会

県自立支援協議会
人材育成部会各分科会

フィードバック

推薦
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イメージ

研修企画を通した知識の向上
ファシリテーター体験等によるスキル向上

→各地域での人材育成の中心へ

Ｂ圏域自立
支援協議会

Ｃ圏域自立
支援協議会



人材育成部会で考える
圏域に期待すること

• 国の制度、情報の取得
• 圏域内での更なるつながり・職種間連携
• 事業所の実践の質の向上
• 圏域全体の人材育成
（サービス管理責任者・児童発達管理責任者及び強度行動障害支援者）
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協力者の選出依頼

圏域において人材育成を担っていただいて

いる方、これから担われる方を『サビ管分科会』、

『行動障害分科会』に各１名選出をお願いします。

活動期間は、３年程度を目途とし、研修のノウハウ
を継承していただけるよう、交替できればと考えてい
ます。
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協力者としての要件

＜サビ管分科会＞

• 通算して３年以上のサービ
ス管理責任者または児童
発達管理責任者として従事
しているまたは従事してい
た者

• 過去に県研修等でファシリ
テーター経験がある者

• 専門分野（児童等）での高
度な知識を有する者

（いずれかを満たす者）

＜行動障害分科会＞

• 通算して３年以上行動障害、
とりわけ強度行動障害を有
する者の支援を行っている
または行っていた者

• 行動障害に対して高度な知
識を有する者

• 自閉症、発達障害に対して
高度な知識を有する者

（いずれかを満たす者）
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サビ管分科会活動計画
• 分科会：3回程度/年 想定

第１回目：年間計画
第２回目：国研修報告会
第３回目：年度報告、次年度計画

• その他：人材育成部会（各分科会から2名） （2回程度/年 想定）

国研修（4日）
各圏域内での人材育成（ケアマネジメント連携研修等）

※講師ご担当者については、別途研修企画会議が（必要に応じて）開催されることがあります。

（参考：研修実施予定時期）
サビ管分科会：基礎研修（秋頃：3日）、実践研修（Ｒ３～秋頃：3日）、

更新研修（冬頃：1～2日）、専門コース別研修（Ｒ３～未定：1～2日）
人材育成部会：ケアマネジメント連携実践研修（冬頃：1日）

実働日数（R1年度）
（R2は新型コロナウイルス感染対策により一部研修を分割開催・中止したためR1を参照）
国研修受講、基礎研修、更新研修、人材育成部会担当 20日程度
※新型コロナウイルス感染対策のため、県研修を分割開催する予定のため、R1より増加の予定
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行動障害分科会活動計画
• 分科会：3回程度/年 想定

第１回目：年間計画
第２回目：国研修報告会
第３回目：年度報告、次年度計画

• その他：人材育成部会（各分科会から2名） （2回程度/年 想定）

国研修（2日（基礎）、2日（実践） いずれか）
各圏域内での人材育成（ケアマネジメント連携研修等）

※講師ご担当者については、別途研修企画会議が（必要に応じて）開催されることがあります。

（参考：研修実施予定時期）
行動障害分科会：基礎研修（秋頃：2日）、実践研修（冬頃：2日）、

連続研修（通年、今後の実施については検討事項）
人材育成部会：ケアマネジメント連携実践研修（冬頃：1日）

実働日数（R1年度）
（R2は新型コロナウイルス感染対策により一部研修を分割開催・中止したためR1を参照）
基礎国研修受講、基礎研修、実践研修、連続研修、人材育成部会担当 15日程度
※新型コロナウイルス感染対策のため、県研修を分割開催する予定のためR1より増加の予定
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諸費用について

※研修活動（講師やﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）の費用について
次に示す活動日については、県の規定による
旅費及び報償費をお支払いします。
・旅費（国研修、研修企画会議、研修当日）
・報償費（研修当日）

※分科会活動の費用について
各圏域内における人材育成にかかる場として
いただき、出席者側にてご負担をお願いします。
なお、研修企画会議と同日開催するなど、負担
軽減に努めます。
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サビ管分科会御推薦の方へのお願い

今年12月に実施するサービス管理責任者等基礎研修
の全日程3日間のうち、2日間はグループ演習を予定して
おります。

サビ管分科会に御推薦いただいた方には、当該研修の
ファシリテーターとしても御協力お願いします。

紀南会場 ： 令和2年12月3日（木）、4日（金）
県立情報交流センターBigU

紀北会場A： 令和2年12月8日（火）、9日（水）
和歌山市北コミュニティセンター

紀北会場B： 令和2年12月16日（水）、17日（木）
和歌山市中央コミュニティセンター

いずれかの日程への御参加をお願いします。
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